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全
教
九
州
市
教
職
員
組
合
執
行
委
員
長

新
屋
智
子

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
さ
て
、

昨
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
給
与
を
定
交
渉

や
会
計
年
度
任
用
職
員
の
制
度
創
設
の
交
渉

が
あ
り
ま
し
た
。
給
与
確
定
交
渉
で
は
、
給
与

を
定
交
渉
で
は
、
給
与
表
の
書
き
換
え
や
臨
時

教
職
員
の
給
料
上
限
の
強
廃
、
子
育
て
支
援
体

暇
の
新
設
、
孫
へ
の
拡
大
な
ど
多
く
の
前
進
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
が
交
渉
の
中
で
強
く
要
求
し
た

長
時
間
過
審
労
働
の
改
善
に
は
程
遠
い
口
答
で

し
た
が
、
労
働
環
境
や
給
与
等
の
待

通
改
善

は
、
一
歩
前
進
。改
善
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
↓これ
も

「
た
た
か
う
教
職
員
組
合
」
が
あ
っ

て
の
成
果
で
す
。

今
も
現
場
は
、
教
員
不
足
に
よ
り
教
職
員
の

疲
労
は
増
す
ば
か
り
で
す
。
教
員
が
疲
れ
て
い

て
子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
向
き
合
え
る
は
ず
が

あ
り
ま
せ
ん
。

会
教

光
九
州
市
教
職
員
組
合
は
、
今
年
度

も
教
職
員
が
働
き
や
す
く
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
く
安

建
し
て
学
ｓへ
る
労
働

・教
育
環
境
の
実

現
を
目
指
し
て
運
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ご

一
緒
に
頑
振
り
ま
し
き
つ
。
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一　
全
教
北
九
州
は
、
「
人
事
異
動
に
関
す
る
要
求
書
」
を
市
教
委
に
提
出
し
ま
し
た
。
い
ま
働
き
一

一方
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
通
動
時
間
が
短
け
れ
ば
、
自
由
に
使
え
る
時
間
も
増
一

克
、
ま
た
市
が
推
進
し
て
い
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
も
叶
う
も
の
で
す
。
ま
た
、一

一全
教
北
九
州
は
、
「勤
務
地
ま
で
の
移
動
に
か
か
る
時
間
の
長
短
は
、
勤
務

・
労
働
条
件

・
健
康
一

一破
壊
の
問
題
に
か
か
わ
る
重
要
事
項
」
と
位
置
づ
け
て
交
渉
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
一

◎
教
職
員
の
合
意
と
納
得
の
得
ら
れ
る
人
事
異
動
と

す
る
こ
と
。

◎
通
勤
時
間
短
縮
に
よ
る
起
勤
削
減
、
労
働
条
件
改
善

の
一
環
と
し
て
人
事
異
動
方
針
を
位
置
づ
け
、
人
事

異
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

◎
教
育
現
場
で
多
忙
を
極
め
る
教
員
が
、
本
務
で
あ
る

教
育
に
意
欲
や
情
熱
を
ほ
け
る
こ
と
が
で
き
る
教

育
環
境

・
勤
務
条
件
充
実
の
一
環
と
し
て
の
人
事
異

動
と
す
る
こ
と
。

以
上
三
点
を
基
本
要
求
と
し
、
１
８
項
目
の
具
体
要

求
を
も
と
に
交
渉
し
ま
し
た
。

健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の

一
環
と
し
て
の
人
事
異
動
を
―

組
合
は
、
教
育
委
員
会
に
対
し
、
教
職
員
の
居
住
地

に
近
い
勤
務
校

へ
の
異
動
は
も
と
よ
り
、
育
児
、
介

護
、
傷
病
な
ど
本
人
や
家
族
に
関
わ
る
諸
事
情

ヘ

の
配
慮
や
個

々
の
状
況
を
確
実
に
把
握
し
、
本
人

の
意
向
を
異
動
に
反
映
す
る
よ
う
要
求
し
ま
し

た
。
ま
た
い
近
年
校
種
間
異
動
も
増
え
て
い
ま

す
。
組
合
は
、
本
人
の
同
意
に
基
づ
く
異
動
を

強
く
要
求
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
再
任

用
教
職
員
の
異
動
に
つ
い
て
も
、
本
人
の
意
向

の
重
視
を
要
求
し
ま
し
た
。

異
動
内
示
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
組
合
が
強

く
要
求
し
て
い
た
修
了
式
前
の
内
示
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近
年
、
教
職
員
の
長
時
間
過
密
労
働
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
過
重
労
働
が
原
因
の
精
神

疾
患
な
ど
の
罹
患
者
も
ま
だ
多
く
、
ま
た
教
職

員
の
交
通
事
故
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
健

康
の
維
持
や
通
勤
途
中
の
事
故
回
避
の
た
め

に
も
、
通
勤
時
間
を
配
慮
し
た
人
事
異
動
が

必
要
で
す
。



平和な未来と

人間らしく生き働き続けられる社会を

力をあわせてつくりましょう

全日本教職員組合 (全教)

中央執行委員長 中村尚史

新年、あけましておめでとうございます。

「平和」。読売中学生新聞の「次の時代に残したい言葉」で圧倒的多数で 1位となった言葉です。沖縄「慰霊の日」
の追悼式では中学3年生が「戦力という愚かな力を持つことで、得られる平和など、本当は無い」と読み上げました。
子どもたちは、昔も今も平和を望んでいます。この思いを大切にする社会でありたい、そのためにも憲法 9条改憲を
許きず、憲法がいきて輝く社会をつくるために力を合わせることを大切にとりくみをすすめたいと思います。

昨年、国の内外で市民の共同したとりくみが政治を動かす力となりました。アメリカでは、米国民の12%(約 4千
万人)と最大の人口を持つカリフォルニア州議会が核兵器禁止条約を支持する決議をあげました。沖縄知事選では台
風が直撃する中でも多くの県民が投票所に足を運び玉城デユー知事を誕生きせました。著名なモデルが辺野古新基地
建設を止めることを求める署名を呼びかけたことも話題となりました。

安倍政権の暴走はとどまるところを知りませんが、私たち一人ひとりが力を合わせれば、社会を変えることができ
る、そのことが実感できる時代でもあります。教職員の長時間過密労働の問題も教育関係者の大多数は、「教職員を
ふやすことなしには解決しない」ことで一致しています。あとは、その願いを一つにつなげ、実行にうつす政治を実
現することです。

それは、憲法と子どもの権利条約にもとづく教育と社会の実現を求めるとりくみでもあります。今年は、子どもの
権利条約が 1989年 11月 20日 に国連で採択されてから30年、全教の前身である全日本教職員組合協議会の結成か
ら30年を迎えることになります。その節目の年、4月には統一地方選挙、夏には参議院選挙が行われます。私たち
の願いを実現する政治に転換するために、力を合わせることを呼びかけ、新年のあいきつといたします。

金□縮艶 爆SZ獅爆59擁雛嫁軸吹□剣酬劃lへ
2018年度の「ゆきとどいた教育を求める全国署名」は、全国から432河 4592筆の署名が集まりました。
12月 8日には、東京にて「全国署名集約集会」が行われ全教北九州からも組合、保護者の代表が参加しました。

国会議員会館をまわり議員のみなさんに少人数学級早期実現や私学助成拡充などを訴えてきました。さて、

私たちは3回のJR小倉駅、戸畑駅での街頭宣伝、署名活動を行い、多くの市民の皆さんに少人数学級早期実現

|力・特別支援教育の充実の声かけを行いました。また、本年度も北九州すべてのPTA会長宛に署名用紙を発送し、

教職員の長時間過密労働、多忙4ヒの原因の一つに一クラスの児童・生徒数が多いことや特別支援学校の設置基

ツクス // ～ 31■含がらの観い
平成 31年 1月 1日から「子の看護休l観制度」が改正されたのをご存知でしたか?
●「子の看護休暇」が「子育て支援休暇」に改められました。
● 取得の要件は、小学校までの子を養育する教職員の他に、今回から孫を有する教職員まで拡大され、
それら教職員が、その子若しくは孫が在籍する学校等が実施する行事への参加も以前のように認めら
れるようになりました。
● 承認期間は、子の場合は、休暇年度に5日 、2人の場合は10日 、3人以上は15日 を超えない
囲において必要と認められる日数が使えます。孫には3日 の範囲で使えます。

※ 各種権拝Jに関する問Li合わせは「全数北九州」中lllまでお願Llします。
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反
対

？
名
■
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
」
は
長
時
間
労
働
を
助
長
す
る
だ
け
。

０

「中
執
番
・持
測
部
会

一騎
き
方
改
革
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
取
り
ま
と
め
る
。

１
２
月
６
日
、
「新
し
い
時
代
の
教
育
に
向
け

た
持
続
可
能
な
学
校
指
導

・
運
営
体
制
の
構
築
の

た
め
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
総
合
的
な
方
策

に
つ
い
て
」
と

「公
立
学
校
の
教
師
の
勤
務
時
間

の
上
限
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。

●

「１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
」
導
入
を

検
討
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
は
、
季
節
の
業

務
の
繁
閑
に
応
じ
て
、
所
定
労
働
時
間
を
調
節
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

文
科
省
は
、
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
期
間
の

労
働
時
間
を
学
期
中
に
割
り
振
る
こ
と
で
、
長
期

休
暇
が
取
り
や
す
く
な
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
や
自
治
体
は
法
改
正
や
夏
休
み
の
業
務

縮
減
を
進
め
、
２
０
２
１
年
か
ら
自
治
体
の
判
断

で
導
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

●
教
員
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
答
申
素
案
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
の
問
題
点

①

　

「給
特
法
」
見
直
し
に
は
ふ
れ
ず
、
教
員
の

時
間
外
労
働
を

「在
校
等
時
間
」
と
し
、
そ
れ

翻
雛
鞠
務
時
間
と
認
め
る
。

し
か
し
、
超
勤
に
対
す
る
労
働
の
対
価
と
し
て
の

残
業
代
は
出
さ
な
い
。

②
　
残
業
時
間
の
上
限
目
安
は
月
４
５
時
間
、
年

３
６
０
時
間
。
特
例
で
月
１
０
０
時
間
未
満
、

２
～
６
ヵ
月
の
平
均
で
８
０
時
間
、
年
７
２
０

翻
髄
鞠
ま
で
許
容
さ
れ
る
。

「給
特
法
」
で
は
、
「限
定
４
項
目
」
を
除
き
、
教

員
に
時
間
外
勤
務
は
原
則
命
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
を
前
提
で
時
間
外
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
残
業
時
間
の
上
限
目
安
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

過
労
死
ラ
イ
ン
を
容
認
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が

り
ま
す
。

③
　
変
形
労
働
制
導
入
で
、
学
期
中
の

一
日
の

勤
務
時
間
が
１
時
間
延
長

（週
３
日
～
４
日
）

剛
難
鞠
の
時
減
延
長

（８
時
間
４
５
分
）
さ
れ
れ

ば
当
然
働
き
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
職
員
会
議
や

研
修
を

一
時
間
遅
く
す
る
こ
と
も
可
能
。
そ
れ

か
ら
、
教
材
研
究
、
報
告
書
作
成
な
ど
の
業
務
を

し
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
れ
ば
、
帰
宅
時
間
は

ま
す
ま
す
遅
く
な
る
。
現
行
の
退
勤
時
間
で
帰

ろ
う
と
す
れ
ば

一
時
間
の
年
休
を
取
得
し
な
け

れ
ば
い
け
な
く
な
る
。
（再
来
年

一
時
間
単
位
の

年
休
取
得
の
制
度
が
変
更
さ
れ
る
予
定
）
ま
た
、

育
児
、
介
護
な
ど
を
抱
え
て
い
た
り
、
自
ら
の
病

気
治
療
な
ど
で
時
間
外
勤
務
を
控
え
た
り
し
な

け
れ
ば
働
き
続
け
ら
れ
な
い
教
職
員
も
少
な
く

な
い
な
か
、
退
職
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
教

職
員
も
出
て
き
ま
す
。

●
私
た
ち
が
求
め
る
長
時
間
過
密
労
働
の
解
決

の
方
策

ま
ず
、
①
教
職
員
定
数
の
抜
本
的
改
善
が
必

要
。
増
え
た
教
職
員
で
少
人
数
学
級
を
実
現
す

る
こ
と
。
ま
た
、
教
員

一
人
の
持
ち
授
業
時
間
数

に
上
限
を
設
定
し
、
教
材
研
究
、
教
材
準
備
、
自

己
研
修
な
ど
の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
。

②
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
必
要
不
可
欠
な
時
間

を
勤
務
時
間
内
に
保
障
す
る
こ
と
。
③
過
度
な

競
争
主
義
や
管
理

・
統
制
の
教
育
政
策
を
転
換

す
る
こ
と
。
④
労
基
法
や
労
安
法
に
も
と
づ
き
、

学
校
現
場
の
環
境
整
備
を
行
い
、
教
職
員
の
い

の
ち
と
健
康
を
守
る
責
任
を
任
命
権
者
、
管
理

職
が
負
う
こ
と
、
を
要
求
。

本
来
な
ら
、
教
職
員
の
働
き
方
を
深
刻
に
受

け
止
め
抜
本
的
な
改
善
を
図
り
、

長
時
間
過
密
労
働
の
改
善
、
解
消

を
す
る
こ
と
が
文
科
省
の
責
任
で

す
。
政
府

・
財
務
省
に
強
く
予
算

措
置
要
求
を
行
う
こ
と
こ
そ
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（詳
し
く
は

全
教
北
九
州
Ｈ
Ｐ
を

・
・
・
じ

十分な配慮がされなければならない」となつています。
このように、「給特法」成立の趣旨には、教育職員の超過勤務を無制限とせず歯止めを規定する内容が盛ら

れていました。現在その意識が薄れ、所定外勤務時間 (残業)はすべて自発的勤務 (ボランティア)と して
整理されています。結果として、教育委員会は必要な教職員の配置等の施策を怠り、一方で従来の教育施策

と併せて、学力・体力向上等の施策を次々と教育現場に求めることができる構造になつています。

私たちは超勤を制限している規定がいくつも盛られている今の給特法は残したまま、教職調整額ではなく

現在私たちの勤務時間は一日7時間45分と決められています。教育職員の月例給は勤務時間における労
働の対価として支払われています。他の公務員には、勤務時間外の仕事には、月例給とは別に時間外動務手

当が支給されます。 1960年 代、教育公務員に「時間外勤務手当」を求める裁判が全国各地で展開され、
最終的に文部省と教職員組合とで妥結したのがこの「給特法」です。

1971年 に成立した「給特法」は、第 3条の 1項で「教職員には、給料月額の4%の教職調整額を支給
しなければならない」となつており、同 2項では「教育職員については、時間外勤務手当及び休日勤務手当
は支給しない」となりました。つまり、時間外動務手当がないということは、教育公務員には時間外勤務は

存在しないことになります。現実には、時間外勤務があることから、「給特法」に関する政令で「

した内容となりました。また、1給特法」第 6条 2
を害することとならないよう勤務の実情について

」第 6条 2
の割振りを適正に行い、原則とし じないものとするこ

6条 2
じる

のとする。
する業務

3 教職員会議に関する業務

又はやむ 花「 い

学校行事に関する業務

非常災害等やむを得ない場合に必要な業務

２

　

４

きに限る

労働の代償としての適正な時間外勤務手当支給の部分の改正を国に要求しています。
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鶴

歌育の職場・仕事に、「正規Jr崚靖Jと tlう区別賠ありません。正規定るうと鳴嗜だろうと、日の前の子ともと毎日品玖あ↓1、 猛

育実践を通し子ともの成長を促じたり、見守ったりする仕事定かSてす。

しかし、現実際鳴嗜的任用職民の任用や賃金、特避など不利益を殺ることも化くさんあります。この学習交流集会で心、2020年度

かS実施さИるr会計年度任用職買」制度の導入や採用試験制度の内暮・縦間、日々の実践などにつ!1て中国・四日・九州の鳴暗

数職買が集!1、 語り合!1ながS学習・交流を深める集会です。となたても参加できます。皆さんの参加をお特もして↓1ます。

2,日 (―日目)

行事日程

13+30～ 11i30

lr 記念議演|

「教育に臨時勝むll

講師:今谷 質工これ
2 お楽し掛講座

」

(前 全日ホ軟職員tl合副委員長)

「消しゴム′ヽンコをつくろう」

18:00～
夕食交流会

22日 (二日目)

9100～

ll:50

ll 学習会&しゃべけl瑠

A講座:採用試験制度

B講座:衛遇練善へのこ↓lく掛

2 開会集会

口
阻
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月
１
●
日
（土
）
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